
短 

歌

末
武
　
有
二
　
選

俳 

句

河
野
　
全
平
　
選

川 

柳

布
田
川
左
門
　
選

益城の

町文化財保護委員会

文化財

投
稿
は
、
一
人
一
首（
句
）で
お
願
い
し
ま
す
。

　

投
稿
は
投
稿
者
の
住
所
、
電
話
番
号
を
必
ず
記
入
し
、
役
場
広

報
係
ま
で
。
締
切
は
毎
月
15
日（
必
着
）で
す
。

安永

安永地区の社寺仏閣

　

安
永
地
区
に
は
、
ト
ン（
殿
）の
屋
敷

跡
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
場
所
が
あ
り
ま

す
。
県
道
熊
本
高
森
線
南
側
で
、
現
在

は
個
人
宅
と
な
っ
て
お
り
、
井
戸
跡
や

安
山
岩
製
の
板
碑
が
あ
り
ま
す
。
板
碑

は
高
さ
０
・
８
㍍
、
幅
１
・
４
㍍
、
厚
さ

０
・
３
㍍
と
大
き
な
も
の
で
、
梵ぼ
ん

字じ（
阿

弥
陀
仏
）が
彫
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
ト
ン
の
屋
敷
跡
を
中
心
に
社
寺

仏
閣
が
所
在
し
て
い
ま
す
。
西
側
に
は

心
身
全
て
の
病
を
癒
や
す
と
さ
れ
る
薬

師
堂
、
そ
の
南
側
は
迷
え
る
人
々
を
救

済
し
、
浄
土
へ
導
く
と
さ
れ
る
地
蔵
菩

薩
堂
、
秋
津
川
の
右
岸
側
に
は
山
王
社
。

東
側
に
は
、
人
々
の
さ
ま
ざ
ま
な
願
い

を
か
な
え
て
く
れ
る
観
音
堂
の
他
、
妙

見
社
、
金か
ね

松ま
つ

社
、
地
蔵
堂
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
県
道
熊
本
高
森
線
北
側
に
は
安

永
神
社
、
霧
島
社
、
毘
沙
門
天
堂
と
多

種
多
様
で
す
。

　

と
こ
ろ
で
、
ミ
ナ
テ
ラ
ス
の
駐
車
場

『
お
題
』　　
自
由
詠

私
の
子
な
ん
で
忘
れ
た
バ
ス
の
中　
　
　
　
　
　
　
シ
ン
グ
ル
マ
ザ
ー

食
卓
に
妻
が
苦
心
の
う
ま
い
め
し　
　
　
　
　
　
　
木
山
の
正
巳

何
も
か
も
列
島
蹂じ

ゅ
う

り
ん
14
号　
　
　
　
　
　
　
　
　
避
難
指
示
レ
ベ
ル
5

逝
き
し
夫つ

ま「
歌
聞
か
せ
て
」と
夢
枕　

  　
　
　
　

 　
田
原
の
巳
智
子

次
回
の
お
題 

　「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
」

『
お
題
』　　
筋
ト
レ

保
冷
剤
首
に
巻
き
つ
け
筋
ト
レ
へ　
　
　
　
　
　
　
木
山
の
龍
子

筋
ト
レ
や
眠
れ
ぬ
夜
の
暇
つ
ぶ
し　
　
　
　
　
　
　
宮
園
の
充
博

鉄
棒
で
で
き
ぬ
腹
筋
笑
ふ
孫　
　
　
　
　
　
　
　
　
古
閑
の
恒
心

筋
ト
レ
で
心
な
し
か
な
細
る
腰　
　
　
　
　
　
　
　
花 

ち 

ゃ 

ん

黒
ア
ゲ
ハ
舞
い
行
く
先
に
彼ひ

岸が
ん

花ば
な　
　
　
　
宮
園　
秋
月　
充
博

コ
ロ
ナ
禍
や
夏
の
終
わ
り
の
庭
花
火　
　
　
木
山　
本
田　
龍
子

太
公
望
釣
果
は
店
で
品
定
め　
　
　
　
　
　
赤
井　
増
岡　
伸

ひ
ん
や
り
と
素
振
り
の
肌
に
秋
の
風　
　
　
古
閑　
今
村　
恒
心

萩は
ぎ

の
花
淡
い
ピ
ン
ク
に
い
や
さ
れ
る　
　
　
惣
領　
野
々
口
ト
ミ
子

カ
ル
デ
ラ
や
望
む
大
阿
蘇
虹
の
花　
　
　
　
広
崎　
瀬
戸
サ
イ
子

夏
休
み
孫
と
競
っ
た
西す

い
瓜か

割わ
り　

　
　
　
　
　
惣
領　
阪
口
由
美
子

青
田
波
縫
っ
て
銀
輪
部
活
の
子　
　
　
　
　
熊
本
市　
境　
眞
木
子

二
句
鑑
賞

名
月
を
取
っ
て
く
れ
ろ
と
泣
く
子
か
な　
　
　
　
　
小
林　
一
茶

桐
一
葉
落
ち
て
天
下
の
秋
を
知
る　
　
　
　
　
　
　
読 

人 

不 

知

動
画
に
て
曽ひ

孫
の
成
長
楽
し
め
る
夫
の
口
ぐ
せ
長
生

き
せ
ね
ば　
　
　
　
　
　
　
　
惣
領　
島
田　
廣
子

初
取
り
の
両も

ろ
手て

に
余
る
茗み

ょ
う

荷が

の
子
薬
味
に
一
つ
二
つ

あ
れ
ば
よ
し　
　
　
　
　
　
　
安
永　
守
住　
孝
子　

季と
き

過
ぎ
て
花
は
両
手
を
振
り
翳か

ざ
し
及し

か
と
別
れ
を
告

げ
て
消
え
ゆ
く　
　
　
　
　
　
田
原　
永
田
巳
智
子

紫あ
じ
さ
い

陽
花
の
名
所
と
い
う
長
谷
寺
の
坂
道
登
る
叔お

母ば

九
十
五
歳　
　
　
　
　
　
　
　
宮
園　
島　
み
つ
き

散
歩
道
草
の
茂
み
に
虫
の
声
猛
暑
の
終
わ
り
つ
く
つ

く
ほ
う
し　
　
　
　
　
　
　
　
広
崎　
日
野
ヒ
ロ
子

一
輪
の
花
の
黄
色
に
見
せ
ら
れ
た
我わ

が
人
生
の
永
き

を
想
う　
　
　
　
　
　
　
　
　
江
津　
髙
田
芙
佐
子

猛
暑
日
と
コ
ロ
ナ
予
防
で
閉
じ
籠こ

も
り
初
秋
の
風
に
気

分
爽
や
か　
　
　
　
　
　
　
　
惣
領　
新
居　
露
子

真
夜
中
に
音
も
立
て
ず
に
忍
び
寄
る
そ
の
涼
風
に
秋

ぞ
知
ら
れ
る　
　
　
　
　
　
　
宮
園　
秋
月　
充
博

六
歳
の
孫
の
音
読
す
っ
と
ん
と
ん
聞
い
て
楽
し
い
お

む
す
び
こ
ろ
り
ん　
　
　
　
　
木
山　
本
田　
龍
子

庭
植
え
の
木む

く
げ槿

の
香
り
慰
め
る
秋
分
の
日
は
母
の
命

日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
赤
井　
鈴
木　
　
駒

歌
を
詠
み
暮
ら
し
を
嘆
く
啄
木
の
苦
し
き
余
生
修
行

で
あ
る
か　
　
　
　
　
　
　
　
赤
井　
増
岡　
伸
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